※ディーセント・ワークとは？

「働きがいのある人間らしい仕事」

	◎　ディーセント・ワーク（働きがいのある人間らしい仕事）とは、人々が働きながら生活している間に抱く願望、すなわち、

(1)　働く機会があり、持続可能な生計に足る収入が得られること

(2)　労働三権などの働く上での権利が確保され、職場で発言が行いやすく、それが認められること

(3)　家庭生活と職業生活が両立でき、安全な職場環境や雇用保険、医療・年金制度などのセーフティーネットが確保され、自己の鍛錬もできること

(4)　公正な扱い、男女平等な扱いを受けること

といった願望が集大成されたものである。

	◎　ディーセント・ワーク（働きがいのある人間らしい仕事）の実現を図るためには、各国は、以下の４つの状況に照らし、国内事情等に応じそれぞれに達成可能な目標を立てることが重要である。

(1)　ＩＬＯで制定された労働に関する国際的な基準（条約等）の適用状況

(2)　雇用と収入の確保の状況

(3)　社会的保護や社会保障の適用状況

(4)　政労使三者を含む関係者による対話促進の状況


参考: 厚生労働省ホームページ
※フレキシキュリティとは？ 

フレキシキュリティ（英: flexicurity）は、北欧で行われている政策で解雇規制の緩和、手厚い社会保障（手厚い失業手当て、充実した職業訓練）からなる制度でオランダやデンマークで進められている。Flexibility（柔軟性）とsecurity（安定性）を組み合わせた造語。
厳しい解雇規制、社会保障を軽減して、労働者の自助努力を促す日本の制度と正反対の政策と言える。日本では2008年末の派遣社員の大量解雇により、高福祉で成功している北欧モデルが注目されるようになった。
この政策では、企業は従業員を解雇しやすいが、手厚い失業手当て、充実した職業訓練などにより、雇用者、被雇用者どちらにもメリットがあるようになっている。現在オランダ、デンマークの失業率は日本より低く、国民の幸福度を調査した研究でも上位に来ていることから、成功を収めているモデルと言える。

参考: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』

我が国で、多くの人が注目するのは、解雇規制の緩さなどフレキシブルな労働市場についてである。しかし、この柔軟性は、「ゴールデントライアングル」とも称される (1) フレキシブルな労働市場、 (2) 失業者に対して手厚い給付を行う失業保険制度等、(3) 失業者の技能向上を目的とした職業訓練を伴う積極的労働市場政策の３つの密接な相互連携からなるデンマーク特有の体制の下での「雇用の保証（employment security；同一企業内の雇用保証ではなく、職業訓練など活性化施策と密接に関連した手厚い失業給付を基盤とした切れ目のない雇用の場の確保）」を基礎に実現されていることに注意が必要である。
参考: 独立行政法人　労働政策研究・研修機構
http://www.jil.go.jp/column/bn/colum072.htm
